
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

７ 授業づくりの一助になればと思い、ガイドとなる成
果物（試作版）を作成しました。 

試作版 

今年の浜セの研究は…？ 
浜セの研究テーマは？ 

 学級には多様な子どもが在籍しています。浜セで
は、日々の授業づくりに励む先生方のお役に立てれ
ばと、「しまねの学力育成推進プラン」に基づき２つ
の研究をスタート！今回はその取組を紹介します。 

１ 

 

教育相談スタッフの研究は？ ２ 

 個別の支援に追われていませんか？県内の教
職員調査から現場の切実な声が届いています。安
心な学級づくり、授業づくりは、主体的な学びの
土台です。人的な UD の視点から、個のニーズを
学級全体の手立てへ広げるヒントを追究します。 

 学校現場での活用に向けて、よりよいシートに
するために先生方のご意見を聞かせてください！
ご興味のある方は、お気軽にお問い合わせくださ
い。どうぞよろしくお願いします。 

４ 

浜田教育センター教育相談スタッフ TEL0855-23-678２ 

 もっとくわしく！ ３ 

 子どもを多角的に捉える BPSモデルを用いて、子
どもの言動の背景を考えました。そこから安心と参
加につながる具体的な手立てをまとめた「子ども理
解をカタチにするUD シート」を作成しました！ 

子どもの「学びの主体的な調整」が
なされる授業デザイン 

 近年、不登校の急増など子どもの多様化が進む中、
すべての子どもの学習権を保障することに困難さを感
じられていませんか？県内約 100 名の先生方へ行った
授業についての意識アンケートによると、授業改善の
視点の一つとして、多くの先生方が「子どもが自分で
学習を調整できるよう促す指導」に難しさを感じてお
られることがわかりました。 

５ もっとくわしく！ ６ 

 今の授業を土台に 5 つの要素から、子どもにとっ
ての選択肢を増やす「ちょい足し」。この小さな「選
択」の保障により、教師は「ガイド（教える人）」か
ら子どもの学びを支える「伴走者」へと無理なくシフ
トし、すべての子どもが主体的に学ぶことができる
授業づくりのヒントを一部ご紹介します！ 

６ 


